
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 325 

令和 5年度 社会科 

 

教科 公民 科目 
公共 単位

数 
2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 公共 （東京法令出版） 

副教材等 テーマ別資料 公共 2023（東京法令出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「公共」は「社会的な見方・考え方」を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動

を通して、公民としての資質・能力を育成することを目指します。 

授業は、講義を中心にアクティブラーニングを加味して進める予定です。講義の部分では、初め

て聞くことに素直に感動してください。アクティブラーニングでは、しっかり自分の考えを持ち、

それを表現しましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

(1)考察・選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解します。また、諸資料か

ら、必要な情報を調べてまとめる技能を身に付けます。 

(2)現実社会の諸課題の解決に向けて、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、

構想したことを議論する力を養います。 

(3)よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養います。ま

た、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深めま

す。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む

態度 

観
点
の
趣
旨 

考察・選択・判断するための

手掛かりとなる概念や理論

について理解している。ま

た、諸資料から、必要な情報

を調べまとめている。 

現実社会の諸課題の解決に

向けて、事実を基に多面的・

多角的に考察し、公正に判断

し、構想したことを議論して

いる。 

よりよい社会の実現を視野

に、現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元

名 学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 第 １

編

「 公

共 の

扉 を

ひ ら

く た

め

に」 

「公共」の見取り図 a: 選択・判断するための手掛かりとな

る概念や理論、重要な視点である、幸

福・自由・正義・公正を把握している。 

b: 以後の学習において、幸福・自由・

正義・公正の視点を用いて、多面的・多

角的に考察し、表現している。 

c: 以後の学習において、幸福・自由・

正義・公正の視点を積極的に活用し、現

代の諸課題を主体的に解決しようとし

ている。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 

第 １

章

「 公

共 的

な 空

間 を

つ く

る 私

た

ち」 

 

①社会のなかの私た

ち 

②日本の文化と社会 

③青年期とは 

④自己形成の課題 

⑤ライフ・キャリアの形

成 

⑥社会の多様性 

⑦宗教と文化 

a: 自らの体験などを振り返ることを

通して、自らを成長させる人間として

の在り方生き方について理解してい

る。 

人間は、個人として相互に尊重される

べき存在であるとともに、対話を通し

て互いの様々な立場を理解し高め合う

ことのできる社会的な存在であること

を理解している。 

伝統や文化、先人の取組や知恵に触れ

たりすることなどを通して、自らの価

値観を形成するとともに他者の価値観

を尊重することができるようになる存

在であることについて理解している。 

自分自身が、自主的によりよい公共的

な空間を作り出していこうとする自立

した主体になることが、自らのキャリ 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

  ア形成とともによりよい社会の形成に

結び付くことについて理解している。 

b: 社会に参画する自立した主体とは、

孤立して生きるのではなく、地域社会

などの様々な集団の一員として生き、

他者との協働により当事者として国

家・社会などの公共的な空間を作る存

在であることについて多面的・多角的

に考察し、表現している。 

c: 自分自身が、公共的な空間を作り出

していこうとする自立した主体になる

ことについての、多面的・多角的な考察

や深い理解を通して、現代社会に生き

る人間としての在り方生き方について

の自覚を深めている。 

 授業ﾉｰﾄ 授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 

第 ２

章

「 公

共 的

な 空

間 に

お け

る 人

間 と

し て

の あ

り

方 ・

生 き

方」 

①幸福とは 

②自由とは 

③正義とは 

④公正とは 

a: 選択・判断の手掛かりとして、行為

の結果である個人や社会全体の幸福を

重視する考え方や、行為の動機となる

公正などの義務を重視する考え方など

について理解している。 

現代の諸課題について自らも他者も共

に納得できる解決方法を見いだすこと

に向け、行為者自身の人間としての在

り方生き方について探求することが、

よりよく生きていく上で重要であるこ

とについて理解している。 

b: 倫理的価値の判断において、行為

の結果である個人や社会全体の幸福を

重視する考え方と、行為の動機となる

公正などの義務を重視する考え方など

を活用し、自らも他者も共に納得でき

る解決方法を見いだすことに向け、思

考実験など概念的な枠組みを用いて考

察する活動を通して、人間としての在

り方生き方を多面的・多角的に考察し、

表現している。 

c: 他者と協働する倫理的主体として

個人が判断するための手掛かりとなる

考え方についての、多面的・多角的な考

察や深い理解を通して、現代社会に生

きる人間としての在り方生き方につい

ての自覚を深めている 

定期考査 定期考査 
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第 ３

章

「 公

共 的

な 空

間 に

お け

る 基

本 原

理 と

日 本

国 憲

法」 

①人間の尊厳と平等 

②民主政治と国民主

権 

③消極的自由と公共

の福祉 

④積極的自由と義務 

⑤法の支配と人権保

障 

⑥平和主義 

a: 各人の意見や利害を公平・公正に調

整することなどを通して、人間の尊厳

と平等、協働の利益と社会の安定性の

確保を共に図ることが、公共的な空間

を作る上で必要であることについて理

解している。 

人間の尊厳と平等、個人の尊重、民主主

義、法の支配、自由・権利と責任・義務

など、公共的な空間における基本的原

理について理解している。 

b: 公共的な空間における基本的原理

について、思考実験など概念的な枠組

みを用いて考察する活動を通して、個

人と社会との関わりにおいて多面的・

多角的に考察し、表現している。 

c: 個人の尊重、民主主義、法の支配、

自由・権利と責任・義務など日本国憲法

の基礎にある考え方についての、多面

的・多角的な考察や深い理解を通して、

現代社会に生きる人間としての在り方

生き方についての自覚を深めている。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 

 

第 ２

編

「 よ

り よ

い 社

会 の

形 成

に 参

画 す

る た

め

に」 

「政治」の見取り図 a:選択・判断するための手掛かりとな

る概念や理論、重要な視点である、個人

の尊重・法の支配・立憲主義・民主主義・

権力分立を把握している。 

b: 以後の学習において、個人の尊重・

法の支配・立憲主義・民主主義・権力分

立の視点を用いて、多面的・多角的に考

察し、表現している。 

c: 以後の学習において、個人の尊重・

法の支配・立憲主義・民主主義・権力分

立の視点を積極的に活用し、現代の諸

課題を主体的に解決しようとしてい

る。 

 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 
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第 １

章

「 日

本 の

政 治

機 構

と 政

治 参

加」 

①法の機能と限界 

②国会の運営と権限 

③内閣と行政の民主

化 

④世界の政治体制 

⑤裁判所と人権保障 

⑥私たちと裁判 

⑦地方自治のしくみ 

⑧選挙のしくみと課

題 

⑨政党政治 

⑩国民と政治参加 

a:法や規範の意義及び役割について理

解している。 

国会・内閣の機能と役割や関係性につ

いて理解している。 

世界の政治体制とそれぞれの特徴につ

いて理解している。 

裁判所の機能と役割、人権を保障する

ためのしくみについて理解している。 

司法参加の意義などに関わる現実社会

の事柄や課題について理解している。 

地方自治、政治参加と公正な世論の形

成などに関わる現実社会の事柄や課題

について理解している。 

b: 日本の政治機構と政治参加につい

て、幸福・自由・正義・公正などの視点

を用いて、事実を基に多面的・多角的に

考察し、公正に判断し、構想したことを

議論している。 

c: よりよい社会の実現を視野に、現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 

２  「経済」の見取り図 a:選択・判断するための手掛かりとな

る概念や理論、重要な視点である、希少

性・トレードオフ・機会費用・効率性・

持続可能性・公平性・ルール・分業・イ

ノベーション・信用創造を把握してい

る。 

b:希少性・トレードオフ・機会費用・効

率性・持続可能性・公平性・ルール・分

業・イノベーション・信用創造の視点を

用いて、多面的・多角的に考察し、表現

できる。 

c:希少性・トレードオフ・機会費用・効

率性・持続可能性・公平性・ルール・分

業・イノベーション・信用創造の視点を

積極的に活用し、現代の諸課題を主体

的に解決しようとしている。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 
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第
２
章
「
経
済
の
し
く
み
」 

①経済活動と私たち

の生活 

②市場のしくみ 

③市場の失敗 

④現代の企業 

⑤国民所得 

⑥景気変動と物価の

動き 

⑦財政の役割 

⑧財政の課題 

⑨金融のしくみと働き 

⑩中央銀行と金融の

自由化 

a:経済活動と経済主体、市場経済の機

能と限界について理解している。 

現代の企業の在り方と課題を理解して

いる。 

国民所得などの指標、景気変動と物価

の動きについて理解している。 

現実社会の事柄や課題を理解してい

る。 

b:経済活動に関わる現実社会の諸課題

について、幸福・自由・正義・公正など

の視点を用いて、事実を基に多面的・多

角的に考察し、公正に判断し、構想した

ことを議論している。 

ｃ：よりよい社会の実現を視野に、現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 

第
３
章
「
変
化
す
る
日
本
経
済
」 

①戦後復興から高度

経済成長へ 

②安定成長からバブ

ル経済へ 

③バブル後の日本経

済 

④日本の中小企業 

⑤日本の農業問題 

⑥公害の防止と環境

保全 

⑦エネルギーと循環

型社会 

a:戦後の日本経済の推移などに関わる

現実社会の事柄や課題を理解してい

る。 

日本経済の諸課題について、政府は法

律の制定や政策の実施によって、課題

解決に向けてどのような役割を果たし

ているか理解している。 

b:日本経済に関わる現実社会の諸課題

について、幸福・自由・正義・公正など

の視点を用いて、事実を基に多面的・多

角的に考察し、公正に判断し、構想した

ことを議論している。 

c:よりよい社会の実現を視野に、現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 

第
４
章
「
豊
か
な
生
活
の
実
現
」 

①私たちの生活と契

約 

②消費者主権 

③労働者の権利 

④現代の雇用・労働

問題 

⑤社会保障の役割 

⑥社会保障制度の課

題 

a:多様な契約及び消費者の権利と責任

などに関わる現実社会の事柄や課題に

ついて理解している。 

b:消費生活、労働問題、社会保障に関わ

る現実社会の諸課題について、幸福・自

由・正義・公正などの視点を用いて、事

実を基に多面的・多角的に考察し、公正

に判断し、構想したことを議論してい

る。 

c:よりよい社会の実現を視野に、現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 
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「国際」の見取り図 a:選択・判断するための手掛かりとな

る概念や理論、重要な視点である、国際

化・グローバル化を把握している。 

b:以後の学習において、国際化・グロー

バル化の視点を用いて、多面的・多角的

に考察し、表現している。 

c:以後の学習において、国際化・グロー

バル化の視点を積極的に活用し、現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 

３ 

第
５
章
「
国
際
政
治
の
し
く
み
と
動
向
」 

①国家主権と国際法 

②人権保障の広がり 

③国際連合の役割と

課題 

④第二次世界大戦後

の国際社会 

⑤冷戦終結後の国際

社会 

⑥人種・民族・難民問

題 

⑦核兵器の廃絶と国

際平和 

⑧日本の安全保障の

現状 

a:国家主権、領土などに関わる現実社

会の事柄や課題について理解してい

る。 

人権保障が世界でどのように広がって

きたのか理解している。 

国際連合の役割と課題について理解し

ている。 

第二次世界大戦後の国際社会の動向、

冷戦終結後の国際社会の変容について

理解している。 

人種・民族・難民問題などに関わる現実

社会の事柄や課題について理解してい

る。 

核兵器の廃絶などの軍縮、国際平和に

向けた世界の取り組みについて理解し

ている。 

我が国の安全保障と防衛などに関わる

現実社会の事柄や課題について理解し

ている。 

b:国際政治に関わる現実社会の諸課題

について、幸福・自由・正義・公正など

の視点を用いて、事実を基に多面的・多

角的に考察し、公正に判断し、構想した

ことを議論している。 

c:よりよい社会の実現を視野に、現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

公共的な空間に生き国民主権を担う公

民として、自国を愛し、その平和と繁栄

を図ることや、各国が相互に主権を尊

重し、各国民が協力し合うことの大切

さについての自覚を深めている。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 
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第
６
章
「国
際
経
済
の
し
く
み
と
動
向
」 

①貿易と国際分業 

②外国為替のしくみ

と国際収支 

③戦後国際経済の枠

組みと変化 

④グローバル化する

経済 

a:貿易と国際分業、外国為替のしくみ

と国際収支について理解している。 

戦後国際経済の枠組みとその変化につ

いて理解している。 

経済のグローバル化と相互依存関係の

深まりなどに関わる現実社会の事柄や

課題について理解している。 

b:国際経済に関わる現実社会の諸課題

について、幸福・自由・正義・公正など

の視点を用いて、事実を基に多面的・多

角的に考察し、公正に判断し、構想した

ことを議論している。 

c:よりよい社会の実現を視野に、現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 

第
７
章
「国
際
社
会
の
現
状
と
課
題
」 

①地域統合の進展 

②南北問題 

③新興市場国 

④地球規模の諸課題 

⑤地球環境問題 

⑥日本の役割 

a:EU や USMCA などの地域統合の進展な

どに関わる現実社会の事柄や課題を理

解している。 

南北問題や新興市場国などの国家間格

差などに関わる現実社会の事柄や課題

を理解している。 

地球環境問題をはじめとする地球規模

の諸課題に関わる現実社会の事柄や課

題を理解している。 

国際貢献を含む国際社会における我が

国の役割などに関わる現実社会の事柄

や課題を理解している。 

b:国際社会に関わる現実社会の諸課題

について、幸福・自由・正義・公正など

の視点を用いて、事実を基に多面的・多

角的に考察し、公正に判断し、構想した

ことを議論している。 

c:よりよい社会の実現を視野に、現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
３
編
「持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
」 

①民主主義を考えよ

う 

②日本の格差問題 

③科学技術の発展 

④外国人との共生 

a:民主主義、日本の格差問題、科学技術

の発展、外国人との共生などの現実社

会の諸課題について、課題解決に向け

た必要な知識を理解している。 

b:地域の創造、よりよい国家・社会の構

築及び平和で安定した国際社会の形成

へ主体的に参画し、共に生きる社会を

築くという観点から課題を見いだし、

その課題の解決に向けて事実を基に協

働して考察、構想し、妥当性や効果、実

現可能性などを指標にして、論拠を基

に自分の考えを説明、論述している。 

c:よりよい社会の実現を視野に、現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

 

授業ﾉｰﾄ 

 

レポート

課題 

 

授業観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


